
（ ）事例 小学校国語科 美濃地区 Ｈ小学校
１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第５学年及び第６学年の内容 Ｂ書くこと（１）ア、イ、オ
言語事項（１）オ（ア）

単 元 名 「目的に応じて書こう （全５時間）」

単 元 目 標 ○目的や意図に応じて、簡潔に書く場合と詳しく書く場合があることを理解し、
。 （ ）進んで書き分けようとすることができる 国語への関心・意欲・態度

○目的や意図によって書く事柄が変わり 「簡潔に書く場合」と「詳しく書く場、
」 、 。 （ ）合 を理解し それぞれ書き分けることができる 書く能力

○目的や意図を意識して作品を読み合い、よりよい作品になるように書きなおす
。 （ ）ことができる 書く能力

○目的や意図によって、文章にはさまざまな構成があることを理解することがで
。 （ ）きる 言語についての知識・理解・技能

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○個の学習状況に応じた多様な指導方法の工夫
・同じ内容や事柄を伝える場合でも、目的や意図によって書き方が違ってくるこ
とを実感できるように、簡潔に書く場合と詳しく書く場合の二つのパターンで
書き進められるようにしておく （行事の場合は 「家の人への招待状 「１年。 、 」
生の子への説明」など。委員会の活動の場合は 「全校への説明 「６年生の、 」
子への説明」など）

・簡潔に書く場合と詳しく書く場合の違いについて、どのような書き方がよりよ
い紹介になるのかを考えやすくするために、２種類の「委員会紹介 （Ａー活」
動内容のみ列挙した例 Ｂー大切なところや複雑で分かりにくいところを事例
を挙げて説明している例）を提示して比較する。

・目的や意図に応じて書く事柄を決定することができるように、あらかじめ、一
人一人の選んだ事柄を把握しておき、交流活動の中で意図的に交流する相手を
位置付ける。

○一人一人のよさや進歩の状況の評価結果を学習活動に生かす指導の工夫
・目的や意図に当てはめて、必要な内容を選んで書いている児童を価値付け、交
流活動の中でよい例として広めていく。

・簡潔に書く場合では、本当に必要な内容を取捨選択し、詳しく書く場合では、
事実や事例と自分の考えを区別して記述している児童を価値付け、書き分ける
一つの例として全体に位置付ける。

・仲間の作品を観点をもって読み合い、よく書けているところや直すとよいとこ
ろを交流している児童を価値付け、自分の作品を見直すときに、仲間との交流
で分かったことを直すことができるようにする。

【言語活動】
・音楽会（行事）について、１年生の子と家の人に紹介文を書くこと
【言語意識】

相手 ・１年生の子に ・家の人に（ ）
目的 ・音楽会を知ってもらうため ・音楽会への思いを伝えるため（ ）
（場面 ・いっしょに読んであげることを ・音楽会の当日に会場で読んでもら
・状況 想定して うことを想定して）
方法 ・簡潔に書いた紹介文で ・詳しく書いた紹介文で（ ）
評価 ・１年生の子に確かめる ・感想をもらう（ ）

参 考 資 料 資料１：第１時～５時の学習プリント



２ 単元の評価規準

ア 国語への関心 ウ 書く能力 オ 言語についての知識・理解
・意欲・態度 ・技能

内 ・目的や意図に応じて ・目的や意図に応じて、自分の考え ・当該学年の前の学年までに配当、
容 書く必要のある事柄 を効果的に書いている。 されている漢字を書き、文や文
の を整理したり、文章 ・全体を見通して、書く必要のある 章の中で使うとともに、当該学
ま 全体の組立てを工夫 事柄を整理している。 年に配当されている漢字を漸次
と したりして、効果的 ・自分の考えを明確に表現するた 書いている。
ま に書こうとしている め、文章全体の組立ての効果を考 ・送り仮名や仮名遣いに注意して。
り えている。 正しく書いている。
ご ・事象と感想、意見などとを区別し ・表現するために必要な語句につ
と て書いている。 いて辞書を利用して調べる習慣
の ・目的や意図に応じて、簡単に書い を付けている。
評 たり詳しく書いたりしている。 ・文や文章にはいろいろな構成が
価 ・表現の効果などについて確かめた あることについて理解し、活用
規 り工夫したりしている。 している。
準 ・日常よく使われている敬語の使

い方に慣れている。
・文字の形、大きさ、配列などを
理解して、読みやすく書いてい
る。

単 ・目的や意図に応じて ・周囲の人に紹介する目的や意図に ・自分の考えを明確に表現するた、
元 簡潔に書く場合と詳 応じて、簡潔に書く場合と詳しく めのさまざまな段落の組立て方
の しく書く場合がある 書く場合があることを理解し、書 を理解し、文章を書く際に目的
評 ことを理解し、効果 く事柄を整理している。 や意図に応じて活用している。
価 的に書こうとしてい ・書く目的や意図に応じて、効果的 ・日常よく使われている敬語の使
規 る。 な表現になっているかを確かめた い方に慣れている。
準 り工夫したりしている。

単 ①委員会や行事の紹介 ①学校生活のことを、身近な人に紹 ①読み手にとってより分かりやす
位 文を書くことへの意 介するために、自分が一番書きた い紹介文にするために、意見と
時 欲を高めている。 い大切なことや伝えたい題材を明 事例を分けて書いたり、事例を
間 ②文章を書く時に大切 確にしている。 箇条書きにして書いたりしてい
に にしてきたことやこ ②目的や意図に応じて簡潔に書く場 る。
お れから気を付けて書 合と詳しく書く場合とを判断し、 ②目的や意図に応じて敬語を使っ
け くとよいことを出し 書く事柄を整理しながら、内容や たり、簡潔な言葉を使って書い
る 合い、自分なりのめ 事柄を取捨選択している。 ている。
具 あてを持っている。 ③読み手を意識して、文章全体の組
体 ③目的や意図に応じて 立てを考えたり、書き表し方に注、
の 簡潔に書く場合と詳 意して記述したりしている。
評 しく書く場合がある ④目的や意図がはっきりした紹介文
価 ことを知り、目的や になるように、仲間の作品を読み
規 意図に応じて書き分 合い、分かりやすく書き直してい
準 けようとしている。 る。

④自分の書き方を振り
返り、書くことに対
して自分の生活に生
かそうとしている。



３ 指導と評価の計画＜全５時間＞

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○目的や意図 ○委員会の紹介文を読み、委員会の紹介や 〈アー①〉 ○観察・自己 ○五つの言語意識を

に応じるた 行事の紹介を周囲の人に伝えることを知 ○委員会や行 評価表 明確にする。

めには、委 る。 事の紹介文 〈自分の委員 ・何のために誰にど

員会や行事 ○２種類の「委員会紹介」を読み、共通点 を書くこと 会の仕事や のように書いてい

の紹介文を や相違点について話し合う。 への意欲を 行事の内容 けばいいのか、自

簡潔に書く 高めている を周囲の人 分なりの考えをも。

場合と詳し 紹介文を読み、目的や意図に応じて書き にどのよう つことができるよ

く書く場合 方や内容がどのように変わるのか考えよ に伝えよう うにする。

があること う。 か考えてい ○２種類の教材文を

を知り、書 る姿を観察 提示することによ

き方や内容 ○これまでに学習してきた「書くこと」で 〈アー②〉 したり、自 り、簡潔に書く場

についての の大切なことやこれから気を付けていく ○文章を書く 己評価表を 合と詳しく書く場

目標をもつ とよいことを発表する。 時に大切に 確認したり 合について理解で

ことができ ○書き方についてできるようになりたいこ してきたこ する 〉 きるようにする。。

る。 とを考え、自分の課題をもつ。 とやこれか ○学習プリン ○書く時に大切にし

○自分たちの生活の中で、どんな場面が想 ら気を付け ト てきたことやこれ

定できるかを考え、発表し合う。 て書くとよ 〈書き方につ から気を付けて書

いことを出 いての願い くとよいことを発

し合い、自 やめあてを 表させ、めあてと

分なりのめ 書いている して位置付ける。

あてをもっ か 評 価 す

ている。 る 〉。

２ ○音楽会（行 ○前時の二つの紹介文を想起し、それぞれ 〈アー③〉 ○観察・自己 ○目的や意図に応じ

事）の紹介 について「相手 「目的」は何か発表し ○目的や意図 評価表 て書きぶりも違っ」

文を、目的 合い、目的や意図が違うと書きぶりも違 に応じて簡 〈目的や意図 てくることが理解

や意図に応 ってくることを理解する。 潔に書く場 が違うと書 できるように、二

じて簡潔に 合と詳しく きぶりも違 つの教材文が何の

書く場合と 書く場合が ってくると ために誰に向けて

詳しく書く 目的や意図をはっきりさせて 音楽会 行 あることを 理解してい 書かれているか交、 （

） 。 、 。場合とに書 事 の紹介文に書きたい内容を決めよう 知り、目的 るか観察し 流する場を設ける

き分けるこ や意図に応 自己評価表

とを知り、 じて書こう で 確 認 す

書く題材を ○簡潔に書く場合と詳しく書く場合の両方 としている る 〉。 。

決めること について、それぞれ「相手 「目的」を 〈ウー①〉」

ができる。 書き込む。 ○学校生活の ○二つの場合につい

○音楽会の紹介文に書きたい内容を書き込 ことを、身 ○学習プリン て紹介文を書くこ

む。 近な人へ紹 ト とを明らかにし、

○書き込んだ題材を発表し合い、目的や意 介するため 〈相手や目的 書きぶりの違う紹

図に応じて簡潔に書いたほうが効果的な に、自分が をはっきり 介文を書く必然性

のか詳しく書いたほうが効果的なのか交 一番書きた させて、題 をもたせるように

流する。 い大切なこ 材がが適切 する。

○グループ交流→全体交流を通して、自分 とや伝えた に書かれて

の書くものがより効果的になるように直 い題材を明 いるか評価

す。 確にしてい する 〉。

る。

、 、３ ○音楽会（行 ○前時までの二つの紹介文を想起し 「相 〈ウー②〉 ○観察・発言 ○簡潔に書く場合と

本 事）の紹介 手」や「目的」に応じて書きぶりが違っ ○目的や意図 ・学習プリン 詳しく書く場合の

時 文を、目的 ていることを確認する。 に応じて簡 ト 違いの意識がしっ

や意図に応 潔に書く場 〈 相手 「目 かりともてるよう「 」

じて簡潔に 目的や意図に応じて、音楽会の紹介文に 合と詳しく 的」に応じ に、もう一度自分

書いたり詳 書く内容を選ぼう。 書く場合と て、書く事 の学習プリントを

しく書いた を判断し、 柄を整理し 見て、相手や目的

りするため ○簡潔に書く場合については、音楽会の内 書く事柄を て、選び出 を確認してから書

。には、どん 容や大切なことを選んで書くことを、詳 整理しなが しているか かせるようにする

な内容をい しく書く場合については、大切なことを ら、内容や どうか評価 ○取材したものを、



くつ選ぶこ 詳しく説明することや事実とそこから感 事柄を取捨 する 〉 カードに記入でき。

、となのかが じる自分の意見を区別して整理して書く 選択してい るようにしておき

分かり、仲 ことを理解する 箇条書きで書くこと る。 組み合わせを考え。（ ）

間と交流し 〈オー①〉 ○学習プリン たり取捨選択した

ながら目的 ○大切なこと、事実、意見、などを整理し ○読み手にと ト りできるようにし

や意図に応 て選び出す。 ってより分 〈色分けなど ておく。また、取

じて書く事 かりやすい のカードを 捨選択している児

柄を選び出 ○仲間同士で交流し、よいところを見付け 紹介文にす 用いて、意 童を価値付ける。

すことがで たりよりよくするといいところを出し合 るために、 見と事例を

きる。 う。 意見と事例 分けていた

を分けて書 り、箇条書

いたり、事 きにしてい

例を箇条書 たりしてい

きにして書 るか評価す

いている。 る 〉。

「 」「 」４ ○目的や意図 ○前時の選び出した事柄をもとに自分の構 〈ウー③〉 ○学習プリン ○ 題材別 相手別

に応じて簡 成表を作成する。 ○読み手を意 ト 「目的別」に、机

潔に書いた 識して文章 〈仲間の助言 列表を準備してお

り詳しく書 音楽会（行事）の紹介文を分かりやすく 全体の組立 を取り入れ き、児童がそれを

いたりする 直して書こう。 てを考えた たりよさを 見て交流の相手を

ためには、 り、書き表 認めたりし 見付けることがで

音楽会（行 し方に注意 ながら、自 きるようにする。

事）の紹介 ○自分で納得いくまで、手直しや交流を行 して記述し 分の構成表

文について い、自分の判断で記述する。 たりしてい をよりよく

組立てを考 る。 しているか

えるとよい ○書き上げた時点で、仲間同士で交流し、 〈オー②〉 評価する 〉。

ことが分か よいところを見付けたりよりよくすると ○目的や意図 ○清書用紙 ○自分なりに直した

り、構成表 いいところを出し合う。 応じて、敬 〈敬語を使っ 方がよいと思うと

を作り、読 語を使った たり、簡潔 ころを朱で書きこ

み手を意識 り、簡潔な な言葉を使 んでいき、それを

して書き表 言葉を使っ ったりして もとに記述してい

し方に注意 て書いてい 書いている くことができるよ

して記述す る。 か 評 価 す うにしていく。

ることがで る 〉。

きる。

５ ○目的や意図 ○簡潔に書く場合と詳しく書く場合の違い 〈ウー④〉 ○観察・自己 ○仲間の作品のよい

に応じてよ について発表する。 ○目的や意図 評価表 ところや直すとよ

り分かりや がはっきり 〈グループ内 いところを助言し

すい紹介文 相手や目的に応じた紹介文の発表会をし した紹介文 での交流で ている児童を価値、

になるため よう。 になるよう 仲間の作品 付ける。

には、交流 に、仲間の に対して観

を通してよ ○書いたものをグループ内で交流し、よい 作品を読み 点をもとに

りよくする ところを見付けたり、直すとよいところ 合い、分か して評価し

とよいこと を助言したりする。 りやすく書 ているかど

、が分かり、 き直してい うか観察し

発表会を通 ○全体で交流し、よく書けているところを る。 自己評価表 ○全体で紹介できる

して確認す 出し合う。 〈アー④〉 を 確 認 す 児童を指名し、価

ることがで ○自分の書き る 〉 値付ける。。

きる。 ○本単元での自分の学習を振り返り、書く 方を振り返 ○学習プリン

ことに対する成長点を自覚するととも り、書くこ ト ○これまでの学習を

に、これからの課題をもつ。 とに対して 〈自分の作品 もとに、顕著に成

自分の生活 を正しく評 長が見られた児童

に生かそう 価する振り を紹介し、価値付

としている 返りとなっ ける。。

ているか評

価する 〉。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・音楽会（行事）の紹介文を、目的や意図に応じて簡潔に書いたり詳しく書いたりするためには、どんな内容をいくつ

選ぶことなのかが分かり、仲間と交流しながら目的や意図に応じて書く事柄を選び出すことができる。

（２）本時の位置

３／５時

（３）展開案

過程 学 習 活 動 形態 評価について 指導・援助

導入 ○前時までの学習事項について、２種類の教材文 学級全体 ○２種類の教材文をもとに、簡潔

を提示して確認する。 に書く場合と詳しく書く場合

、 「 」 「 」・簡潔に書く場合…１年生の子に向けて、全く知 が それぞれ 相手 や 目的

らない子に向けて によって決められていることを

…仕事の内容を 行事の紹介を 確認できるようにする。

・詳しく書く場合…家の人に向けて、同じ６年 ○簡潔に書く場合と詳しく書く場

生の子に向けて 合の違いについて、内容の大体

…仕事の引き継ぎを 行事に向 を伝えるか、より具体化するか

かってがんばってきたことを という判断で行えるようにす

る。

目的や意図に応じて、音楽会の紹介文に書く

内容を選ぼう。

〈ウー②〉

展開 ○書く事柄を選ぶのに気を付けるとよいこと、大 学級全体 ○目的や意図に ○取材したものを、カードに記入

切にするとよいことを発表し合う。 応じて簡潔に できるようにしておき、組み合

書く場合と詳 わせを考えたり、取捨選択した

。 、＜簡潔に書く場合＞…１年生の子に しく書く場合 りできるようにしておく また

・音楽会というのはどういうものなのかという説 とを判断し、 取捨選択している児童を全体に

明（大切なこと） 書く事柄を整 紹介する。

・音楽会の概要（内容の簡単な説明） 理しながら内

容や事柄を取

＜詳しく書く場合＞…家族に 捨選択してい

・音楽会における自分の気持ち（大切なこと） る。

・自分の意見や気持ちの根拠となる事実や出来事 ・観察・発言・

（気持ちの詳しい説明） 学習プリント

〈 相手 「目「 」

」 、○上の選び出す観点をはっきりさせて、１年生の 個人 的 に応じて

子に向けた紹介文と家族に向けた紹介文の書く 書く事柄を整

事柄を選び出す。 理して、選び

出しているか

○ペアを見付けて選び出したものの交流を行う。 ペ ア どうか評価す ○１年生の子に書く場合は、同じ

る 〉 縦割りの班のペアの子と交流で。

〈オー①〉 きるようにし、家族に書く場合

①相手によって、ペアを作る。 ○読み手にとっ は、同じ目的別の児童同士で交

②ペアで交互に選び出したものを読み合う。 て分かりやす 流できるようにする。

③分かりやすいところや直すとよいところを い紹介文にす

助言し合う。 るために、意 ○ペアでの交流を通して、自分な

④自分の選び出したものを見直す。 見と事例を分 りに直したほうがよいと思うと

けて書いた ころを朱で書きこんでいる児童

①～④を繰り返し、自分の納得のいくところまで り、事例を箇 をモデルとして全体に紹介す

行う。 条書きにして る。

書いている。

○全体で代表者が発表する。 ・学習プリント ○あらかじめ、机間指導の中で全

〈色分けなどの 体に紹介するとよい児童を見付

終末 ○本時の振り返りを行う。 学級全体 カードを用い けておき、全体へ広めることが

・学習プリントに本時できるようになったことと て、意見と事 できるようにする。

次時への課題を明らかにする。 個 人 例を分けて書

いたり、箇条 ○児童の自己評価プリントを学習

書きにしてい 後に回収し、朱筆で教師による

たりしている 評価を行う。

。〉か評価する



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜ウー②＞

○目的や意図に応じて簡潔に書く場合と詳しく書く場合とを判断し、書く事柄を整理しながら内容や事

柄を取捨選択している。

（２）個に応じた指導の実際

○音楽会（行事）についての紹介文を１年生の子と保護者に向けて書くために、書く事柄や内容を選んで

いる姿を「おおむね満足できる状況」にあるととらえた。選ぶ際に、１年生の子に対しては 「音楽会、

とはどういうものなのかという説明（大切なこと 」と「音楽会の概要」という視点をもって、小さい）

子にも分かりやすく簡潔に書く必要性をもたせた。一方、保護者に対しては、これらに加え 「音楽会、

における自分の気持ち（大切なこと 」や「自分の気持ちの根拠となる事実や出来事」という視点をも）

って、音楽会についての思いや意気込みを説明するために詳しく書く必要性をもたせた。

○選ぶ事柄や内容を、目的や意図に応じて決め出しきれていない姿を「努力を要すると判断した状況」に

あるととらえた。この要因としては、１年生の子や保護者に応じて、音楽会の何を紹介するのかが理解

できておらず、それぞれの立場に立って書く事柄を選んでいないためと考えられる。

・Ａ男は、１年生の子に対して 「音楽会における自分の気持ちや意気込み」を選んでいた。そこで、前、

時までに学習した２種類の紹介文を、改めて比べて考えるように促し、要点のみを簡潔に書くことのよ

さをつかむことができるようにした。しかし、相手に読んでもらうということよりも自分の気持ちを伝

えたい意思の方が強く、なかなか理解できなかった。そこで、縦割り班で、同じ１年生の子に紹介する

仲間とペアで交流する場を設け、紹介する相手の１年生の子の様子を想起できるようにした。

・Ｂ子は、保護者に対して 「音楽会の概要」などすでに周知の事柄を選んでいた。また、ほぼ同じ内容、

を１年生の子に対しても選んでいた。そこで、言語意識について立ち返る場をもち、保護者に対して一

番伝えたい事柄、１年生の子に対して一番伝えたい事柄をそれぞれ考えさせた。そして、１年生の子に

は「音楽会の内容を知ってもらうため 、保護者には「音楽会への思いや意気込み」を伝えるという目」

的を改めて確認した。また、Ａ男と同様に、仲間とのペアでの交流の中で 「音楽会における保護者の、

思い」という立場で交流し合い、自分の紹介文が相手の立場に立っていないことに気付くことができる

ようにした。

（３）授業後の評価

・Ａ男は、最終的に１年生の子に対して 「音楽会の概要 「音楽会の目的」を、保護者に対しては「音、 」

楽会の目的 「例年との違い 「見所や意気込み」と、相手や目的に応じて、簡潔にしたり詳しくした」 」

りして、事柄を選ぶことができた。そこで、Ａ男の評価を「Ｂ」とした。

・Ｂ子は、最終的に目的や意図に応じて書く事柄が変わることを理解した。１年生の子に対しては 「初、

めて音楽会を経験する子に音楽会の楽しさを知ってもらいたい」という目的をはっきりもち、そのため

に「音楽会の目的 「音楽会の楽しさ 「いっしょに音楽会を作り上げようとする呼びかけ」を選ぶこ」 」

とができた。また、保護者に対しては「最後の音楽会に向けての気持ちを伝え、音楽会で聴いて欲しい

点を伝えたい」という目的をはっきりもち、そのために「自分の成長したところ 「これまでの取り組」

み 「見所や意気込み」を選ぶことができた。そこで、Ｂ子の評価を「Ａ」とした。」
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意
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潔
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書
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り
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わ
し
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書
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た
り
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単
元
の
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二
種
類
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員
会
の
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介
文
」
を
読
ん
で
、
そ
の
共
通
点
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相
違
点
を
考
え
よ
う
。

【
共
通
点
】

【
相
違
点
】

◎
単
元
の
言
語
意
識

【
相
手
】
…
一
年
生
の
子
に

【
相
手
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…
お
家
の
人
に
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的
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…
音
楽
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っ
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た
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楽
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当
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読
ん
で
も
ら
う
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と
を
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し
て

と
を
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し
て

【
方
法
】
…
簡
潔
に
書
い
た
紹
介
文
で

【
方
法
】
…
く
わ
し
く
書
い
た
紹
介
文
で

【
評
価
】
…
一
年
生
の
子
に
聞
い
て
み
る

【
評
価
】
…
感
想
を
も
ら
う

こ
の
単
元
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と

◎

自
分
か
ら
進
ん
で
学
習
に
取
り
組
め
た
か
。

。

教
材
の
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か

単
元
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
。
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「
委
員
会
の
紹
介
文
」

Ａ

メ
モ

、

、

飼
育
委
員
は

学
校
で
飼
っ
て
い
る
動
物
の
命
を
預
か
る

大
切
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
育
委
員
の
仕
事
は
、
え
さ
を
や
る
こ
と
、
水
を
や
る
こ

と
、
飼
育
小
屋
の
そ
う
じ
、
動
物
の
健
康
状
態
の
確
に
ん
、

飼
育
日
誌
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

Ｂ

、

、

飼
育
委
員
は

学
校
で
飼
っ
て
い
る
動
物
の
命
を
預
か
る

大
切
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

、

、

ふ
だ
ん
の
仕
事
は

え
さ
を
や
る
こ
と

水
を
や
る
こ
と

飼
育
小
屋
の
そ
う
じ
、
動
物
の
健
康
状
態
の
確
に
ん
、
飼
育

日
誌
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

、

、

動
物
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
は

動
物
病
院
の
先
生
か
ら

次
の
よ
う
な
注
意
点
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

え
さ
や
水
の
や
り
方
、
そ
う
じ
の
し
か
た
は
、
そ
の
後
に

書
き
ま
す
。

・
な
み
だ
や
目
や
に
は
出
て
い
な
い
か
。

・
耳
は
よ
ご
れ
て
い
な
い
か
。

・
鼻
水
は
出
て
い
な
い
か
。

・
呼
吸
の
音
は
お
か
し
く
な
い
か
。

・
え
さ
は
き
ち
ん
と
食
べ
て
い
る
か
。

・
げ
り
は
し
て
い
な
い
か
。

・
傷
や
は
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
か
。
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、
簡
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に
書
い
た
り
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し
よ
う
。

単
元
の
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題

◎
音
楽
会
の
紹
介
文
の
相
手
と
目
的

（
相
手
）

（
目
的
）

（
相
手
）

（
目
的
）

に

た
め
に

に

の
た
め
に

◎
音
楽
会
の
紹
介
文
に
書
く
内
容

◎
本
時
の
学
習
を
振
り
返
っ
て

自
分
か
ら
進
ん
で
学
習
に
取
り
組
め
た
か
。

、

。

相
手
や
目
的
に
応
じ
て

内
容
を
選
べ
た
か

。

仲
間
と
交
流
し
て
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
か


